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令
和
５
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
１
日
か

ら
12
月
７
日
ま
で
の
７
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

４
日
に
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
３
人
の

議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。（
質
問
の
内
容
は

Ｐ
４
～
Ｐ
９
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

本
定
例
会
に
は
、
ス
パ
ハ
ウ
ス
ろ
っ
か

ぽ
っ
か
条
例
の
制
定
や
指
定
管
理
関
係
な
ど

議
案
50
件
、
承
認
1
件
、
報
告
３
件
、
同
意

１
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

保
育
教
諭
派
遣
業
務
委
託
事
業

４
，
３
５
６
千
円

お
ぶ
ち
こ
ど
も
園
に
お
け
る
保
育
教
諭

の
人
員
不
足
の
解
消
の
た
め
、
民
間
の
人

材
派
遣
会
社
か
ら
有
資
格
者
の
派
遣
を
受

け
る
も
の
。

｢地
域
に
活
力
を
！
六
ヶ
所
村
民

応
援
券
」
発
行
事
業

５
５
，
８
１
４
千
円

電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
高
騰
の
影
響

に
よ
り
落
ち
込
ん
で
い
る
村
内
経
済
の
活

性
化
と
村
民
の
家
計
を
応
援
す
る
た
め
、

村
民
一
人
に
対
し
、
１
０
，
０
０
０
円
分

の
応
援
券
を
配
布
す
る
も
の
。

令和５年度 2月補正予算の状況

会 計 名 補 正 前 補 正 額 補 正 後

一 般 会 計 15,435,276 357,271 15,792,547

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
（事業勘定) 1,007,486 474 1,007,960

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 104,952 39 104,991

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
（千歳平施設勘定) 116,466 △ 1,076 115,390

介 護 保 険 特 別 会 計
（保険事業勘定) 1,146,875 9,025 1,155,900

水 道 事 業 会 計
※１ 325,745 2,283 328,028

※２ 281,159 △ 19,722 261,437

農業集落排水事業会計
※１ 82,561 32 82,593

※２ 43,115 0 43,115

下 水 道 事 業 会 計
※１ 658,318 1,776 660,094

※２ 576,283 181 576,464

工 業 用 水 道 事 業 会 計
※１ 30,807 △ 2,874 27,933

※２ 6,105 △ 220 5,885

合 計 19,815,148 347,189 20,162,337

（単位：千円）

※１ 収益的支出…固定資産の維持管理または破損個所の現状回復に要する支出のこと
※２ 資本的支出…固定資産の価値を高めるもしくは耐久性を増すために必要となる支出のこと

陳
情
書

【
件
名
】

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・
批
准

を
求
め
る
意
見
書
採
択
の
陳
情

【
提
出
者
】

原
水
爆
禁
止
青
森
県
協
議
会

会
長

谷
崎

嘉
治

【
結
果
】

議
員
配
布

請
願
・
陳
情

審
議
の
流
れ

■
議
会
運
営
委
員
会
で
審
議

①
所
管
委
員
会
へ
付
託
。

②
議
員
配
布
。

■
採
択
・
不
採
択
・
継
続
審
査
を
決
定
。

■
本
会
議
で
採
決

■
審
議
結
果
を
通
知

請
願
、
陳
情
の
提
出
者
へ
審
議
結
果
を
通
知

す
る
。

※
請
願
・
陳
情
の
違
い

請
願
・
・
・
紹
介
議
員
が
い
る
。

陳
情
・
・
・
紹
介
議
員
が
い
な
い
。

議員配布の場合
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愛
知
県
で
は
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
の
充
実
を
目
指
す「
休
み
方
改
革
」

を
推
し
進
め
る
中
で
、「
学
習（
ラ
ー
ニ

ン
グ
）」
と
「
休
暇
（
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）」

を
組
み
合
わ
せ
た
「
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
日
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
郊
外
で
の
自
主
活
動
と
な

る
た
め
、欠
席
扱
い
に
は
な
ら
ず
、「
出

席
停
止
・
忌
引
き
等
」
と
同
じ
扱
い
と

な
り
、
年
３
回
ま
で
取
得
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

土
日
も
仕
事
が
あ
る
保
護
者
が
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
学
習
・
活
動
し
、
家

族
で
過
ご
す
時
間
を
し
っ
か
り
と
確
保

で
き
る
よ
う
に
考
案
さ
れ
ま
し
た
。

旅
行
目
的
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も

本
質
は
「
学
び
」
の
た
め
、
愛
知
県
で

は
例
と
し
て
県
内
各
所
の
科
学
館
や

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
Ｈ
Ｐ
上
で
紹
介
し
て

お
り
、
郷
土
理
解
の
向
上
や
郷
土
愛
の

育
成
に
資
す
る
仕
組
み
だ
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
に
伴
う
学
習
の
遅
れ
等

が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
た
め
、
後
日
プ

リ
ン
ト
を
配
布
す
る
等
、
ラ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
期
間
中
の
宿
題
を
課
す
と
い
う

よ
う
に
子
ど
も
た
ち
が
周
囲
と
の
学
校

で
の
履
修
状
況
に
差
が
付
か
な
い
よ
う

に
配
慮
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
村
で
も
交
代
勤
務
や
サ
ー
ビ
ス
業

等
で
土
日
出
勤
・
平
日
休
み
の
保
護
者

の
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
考
え
ら

れ
る
た
め
、
こ
の
様
な
他
県
・
他
自
治

体
の
良
い
取
り
組
み
は
ど
ん
ど
ん
吸
収

し
導
入
す
る
べ
き
だ
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。社

会
情
勢
が
目
ま
ぐ
る
し
い
速
度
で

変
わ
り
、
保
護
者
の
方
々
は
普
段
の
業

務
で
多
忙
を
極
め
て
い
る
と
感
じ
る
今

日
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
と
過
ご
す

家
庭
で
の
時
間
が
よ
り
必
要
だ
と
思
う

こ
と
か
ら
、
村
内
小
中
学
校
を
対
象
と

し
た
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
日
を
導
入
す

る
考
え
は
な
い
か
お
伺
い
し
ま
す
。

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
日
と
は
、
愛
知

県
が
、「
未
来
に
つ
な
が
る
家
庭
で
の

主
体
的
な
学
び
・
体
験
的
な
学
び
を
応

援
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
本
年
９
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
県
全
体
の
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
充
実
と
生

産
性
向
上
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
目

指
し
て
設
定
し
た
も
の
と
伺
っ
て
お
り

髙
田

翔
議
員

質
問
：
村
内
小
中
学
校
を
対
象
と

し
た
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
日
を
導

入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

戸
田
村
長

回
答
：
様
々
な
情
報
収
集
等
を
行

い
、
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て

参
る
。

髙田 翔 議員

     

ま
す
。

こ
の
背
景
に
は
、
県
民
の
約
45
％
が

土
曜
日
に
働
き
、
約
30
％
が
日
曜
日
に

働
い
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、「
平
日

の
保
護
者
の
休
み
の
日
に
、
子
ど
も
と

一
緒
に
学
び
、
活
動
す
る
こ
と
が
出
来

る
日
」
と
し
て
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
が

家
族
と
一
緒
に
休
日
を
過
ご
せ
る
仕
組

み
と
し
て
評
価
さ
れ
、
愛
知
県
で
は
名

古
屋
市
を
除
く
市
町
村
が
導
入
を
決
定

し
て
お
り
ま
す
。

名
古
屋
市
で
は
、「
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
日
を
取
得
で
き
る
子
と
で
き
な
い

子
が
混
在
す
る
こ
と
で
格
差
が
生
ま
れ

る
こ
と
」、「
休
ん
だ
日
の
授
業
を
家
庭

で
の
自
主
学
習
で
補
填
す
る
こ
と
は
、

結
果
と
し
て
教
員
の
負
担
が
増
え
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
」
な
ど
を
懸
念
し
、

導
入
を
見
送
っ
て
お
り
ま
す
。

村
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
名
古
屋
市

が
懸
念
し
て
い
る
こ
と
は
村
で
も
該
当

す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
、
愛
知
県

が
年
度
末
に
予
定
し
て
い
る
保
護
者
や

子
ど
も
、
教
員
を
対
象
に
行
う
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
検
証
結
果
や
全
国

的
な
普
及
状
況
、
ま
た
、
愛
知
県
が
導

入
を
決
定
し
た
雇
用
状
況
等
の
背
景
が

村
で
は
ど
う
な
の
か
等
の
様
々
な
情
報

収
集
等
を
行
い
、
必
要
性
に
つ
い
て
検

討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
日

活
動
例

収穫体験や農業体験など、普段
できないことを家族で一緒に
体験する。

家庭科などで学んだことを生か
し、家庭で実際に作ってみる。

 質 問一 般

12月定例会では、３人の議員が一般質問を行い、活発な議論を展開しました。

議員（質問順） 件名

髙田 翔 議員
１．子牛販売価格下落に伴う村内繁殖農家への支援について

２．村内小中学校を対象としたラーケーションの日の導入に
ついて

附田 角栄 議員 １．村内の国道及び県道の整備状況について

寺下 和光 議員

１．小学校及び中学校に係る保護者負担経費の完全無償化に
ついて

２．県費負担教員及び村費負担教員採用等について

３．空き家解体後の固定資産税軽減について

４．村内の特別養護老人施設等に対する助成について

５．おぶちこども園への入園状況等について

問問
一般質問一般質問

一般質問とは？
※議員が村の行政全般にわたる執行状況や将来の方針などについて、報告
や説明を求めたり質問することで、定例会で行われます。
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 質 問

国
に
お
け
る
道
路
イ
ン
フ
ラ
は
、
高

度
成
長
期
に
そ
の
大
部
分
が
整
備
さ

れ
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
老
朽
化
を
迎
え
て

お
り
、
全
国
的
に
改
修
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
２
０
１
２
年
に
発
生
し

た
ト
ン
ネ
ル
の
天
井
板
崩
落
事
故
な
ど

か
ら
、
国
で
は
道
路
法
の
一
部
を
改
正

し
、
道
路
の
老
朽
化
に
対
応
す
る
措
置

が
講
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
事
後
保
全

か
ら
予
防
保
全
に
舵
が
切
ら
れ
、
全
国

で
点
検
が
行
わ
れ
、
早
急
に
修
繕
等
の

措
置
が
必
要
と
さ
れ
な
が
ら
も
進
ん
で

い
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。村

内
幹
線
道
路
の
国
道
３
路
線
の
う

附
田

角
栄
議
員

質
問
：
村
内
の
国
道
及
び
県
道
の

橋
梁
の
改
修
計
画
は
あ
る
の
か
。

戸
田
村
長

回
答
：
青
森
県
の
直
近
の
点
検
結

果
に
よ
る
と
、
健
全
で
あ
る
と
の

こ
と
か
ら
修
繕
工
事
や
拡
幅
の
予

定
は
な
い
と
伺
っ
て
い
る
が
、
今

後
も
粘
り
強
く
要
望
し
て
参
り
た

い
。

附田 角栄 議員

     

一 般

と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
解
消
す
る
為
に
も

本
村
に
住
み
、
子
育
て
を
し
た
い
と
思

わ
れ
る
魅
力
あ
る
施
策
を
展
開
す
る
必

要
性
を
感
じ
て
お
り
、
本
村
で
行
っ
て

い
る
医
療
費
、
給
食
費
そ
し
て
保
育
料

の
無
償
化
に
加
え
、
保
護
者
負
担
と

な
っ
て
い
る
小
・
中
学
校
の
修
学
旅
行

費
や
学
用
品
等
を
無
償
化
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
費
の
み
保
護
者
負
担
に
見
直
し
、
全

国
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
本
村
へ
の
定

住
促
進
を
図
る
大
き
な
魅
力
に
な
る
と

考
え
る
こ
と
か
ら
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
台
数
や
教
育
委
員
会
全
体
の
事
務

事
業
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
そ
の
財
源

は
確
保
出
来
る
と
思
う
が
、
如
何
か
。

現
在
の
村
の
人
口
減
少
の
状
況
を
鑑

み
る
と
、
議
員
ご
指
摘
の
魅
力
あ
る
施

策
を
展
開
す
る
必
要
性
は
、
本
職
も
十

分
に
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。し

か
し
な
が
ら
、
本
村
で
は
、
小
・

中
学
校
入
学
祝
金
を
始
め
、
小
中
学
校

検
定
受
検
費
補
助
金
、
民
間
学
習
塾
代

助
成
金
の
交
付
や
、
学
校
給
食
や
こ
ど

も
園
、
放
課
後
教
室
を
無
償
で
利
用
で

き
る
こ
と
、
高
校
に
お
い
て
も
、
六
ヶ

所
高
校
通
学
バ
ス
及
び
村
外
の
高
校
に

通
う
生
徒
に
対
し
て
通
学
費
や
下
宿
代

を
補
助
す
る
等
、
子
育
て
・
教
育
に
つ

い
て
は
非
常
に
手
厚
い
支
援
を
し
て
い

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
修
学
旅

行
費
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
は
１
人
当

た
り
平
均
約
３
６
，
０
０
０
円
、
中
学

校
は
平
均
約
７
７
，
０
０
０
円
と
な
っ

て
お
り
、
学
用
品
費
に
つ
い
て
は
、
小

学
校
は
１
人
当
た
り
平
均
約
２
４
，
０

０
０
円
、
中
学
校
は
平
均
約
３
９
，
０

０
０
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
経
費
負
担
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
に
お
い
て
、
保
護
者
の
皆
様
に

事
前
に
説
明
を
し
、
ご
理
解
を
い
た
だ

い
て
負
担
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
、
異
論
や
提
言
が
な

い
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
修
学
旅

行
費
等
に
対
す
る
支
援
の
必
要
性
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
の
皆
様
の
御
意
見
を

参
考
に
し
な
が
ら
検
討
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、ご
提
案
い
た
だ
い
た
、ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
行
台
数
や
教
育
委
員
会
全

体
の
事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
っ
て
財

源
を
確
保
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
適

宜
適
切
に
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行

い
、経
費
節
減
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、

バ
ス
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒

の
乗
車
時
間
が
長
く
な
る
こ
と
に
よ
る

児
童
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
や
、
下
校

時
の
運
行
回
数
が
増
え
る
事
な
ど
の
課

題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
り
効
果
的
な

運
行
に
つ
い
て
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

な
お
、
六
ヶ
所
高
校
に
通
学
す
る
生

徒
を
送
迎
す
る
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
来

年
度
か
ら
バ
ス
の
小
型
化
に
努
め
、
経

費
の
削
減
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

ち
、
国
道
３
３
８
号
は
１
９
７
５
年
４

月
国
道
に
指
定
さ
れ
た
路
線
で
あ
り
、

ほ
ぼ
半
世
紀
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
県
道
は
５
路
線
が
通
っ
て
い
る
現

状
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
県
道
１

７
９
号
泊
陸
奥
横
浜
停
車
場
線
は
１
９

６
１
年
県
道
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

道
路
改
修
等
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
幾
度
と
な
く
議
会
に
お
い

て
取
り
上
げ
ら
れ
、
村
及
び
議
会
が
県

に
対
し
要
望
し
、
２
年
ほ
ど
前
か
ら

徐
々
に
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
村
は
、
他
の
地

域
よ
り
大
型
車
両
の
通
行
も
多
く
、
道

路
の
拡
幅
や
ト
ン
ネ
ル
化
に
よ
る
整
備

と
橋
梁
の
拡
幅
を
す
る
必
要
性
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
の
点

に
つ
い
て
、
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

①
国
道
３
３
８
号
三
沢
市
天
ヶ
森
地
区

の
高
瀬
川
第
二
橋
は
、
昨
年
３
月
に
架

け
替
え
さ
れ
開
通
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
隣
接
す
る
倉
内
地
区
の
高
瀬

橋
も
架
橋
年
は
、
高
瀬
川
第
二
橋
と
同

じ
１
９
６
５
年
に
供
用
開
始
し
て
お

り
、
損
傷
が
著
し
い
こ
と
に
加
え
、
幅

員
が
狭
小
で
あ
り
ま
す
。
更
に
は
、
鷹

架
橋
並
び
に
平
橋
に
つ
い
て
も
大
型
車

両
の
相
互
通
行
が
難
し
い
状
況
に
あ
る

た
め
、
交
通
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め

に
今
後
に
お
け
る
改
修
計
画
を
お
示
し

願
い
た
い
。

ま
た
、
県
道
１
７
０
号
で
は
三
沢
市

方
面
か
ら
の
車
両
も
多
い
こ
と
か
ら
、

旧
倉
内
橋
の
新
設
も
考
え
ら
れ
な
い

か
、
併
せ
て
お
伺
い
し
ま
す
。

①
道
路
管
理
者
で
あ
る
青
森
県
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
３
橋
の
直
近
の
点
検
結

果
で
は
、
３
橋
と
も
健
全
で
あ
る
こ
と

か
ら
修
繕
工
事
の
予
定
は
な
い
と
の
こ

と
で
す
が
、今
後
、健
全
度
が
低
く
な
っ

た
場
合
に
は
補
修
対
策
を
検
討
す
る
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
橋
梁
の
拡
幅
に
つ
き
ま
し
て

は
、
劣
化
の
度
合
い
に
よ
り
架
替
と
な

る
場
合
を
除
き
、
実
施
す
る
予
定
は
な

い
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
旧
倉
内
橋
の
新
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、
去
る
11
月
27
日
、
三
沢
市
、

お
い
ら
せ
町
、
東
通
村
及
び
本
村
で
構

成
す
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
道
国
道
３
３

８
号
整
備
促
進
期
成
会
」
に
お
い
て
、

倉
内
バ
イ
パ
ス
か
ら
高
瀬
川
に
架
橋

し
、
三
沢
市
砂
森
地
区
付
近
の
国
道
３

３
８
号
に
接
続
す
る
、「（
仮
称
）
天
ケ

森
バ
イ
パ
ス
」
の
整
備
要
望
を
今
年
度

も
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

青
森
県
か
ら
は
、
高
瀬
川
第
二
橋
の

完
成
に
伴
い
、
第
二
橋
を
起
因
と
す
る

渋
滞
は
解
消
し
た
も
の
の
、
整
備
後
に

お
い
て
も
朝
夕
の
時
間
帯
は
倉
内
地
区

か
ら
平
沼
地
区
ま
で
車
両
が
連
な
る
状

態
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

交
通
量
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
対
策

を
検
討
し
た
い
旨
、
回
答
を
頂
い
て
お

り
ま
す
。

②
県
道
１
７
９
号
泊
陸
奥
横
浜
停
車
場

線
の
整
備
状
況
で
は
、
横
浜
町
側
か
ら

約
６
．
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
ま
た
、
本

村
泊
地
区
か
ら
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が

整
備
済
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
で

は
、
未
整
備
の
約
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

つ
い
て
、
山
間
部
へ
の
ト
ン
ネ
ル
新
設

も
含
め
た
改
良
ル
ー
ト
の
調
査
を
進
め

て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、
再
処
理

工
場
の
竣
工
や
東
北
電
力
東
通
原
子
力

発
電
所
の
運
転
開
始
等
を
踏
ま
え
、
万

が
一
の
原
子
力
災
害
時
に
避
難
道
路
と

し
て
も
本
路
線
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
と

思
う
こ
と
か
ら
も
、
緊
急
性
が
高
く
早

急
に
整
備
が
進
め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
の
認
識
か
ら
、
今
後
の
整
備
計

画
に
つ
い
て
お
示
し
願
い
た
い
。

②
去
る
11
月
20
日
に
横
浜
町
、
東
通
村

及
び
本
村
で
構
成
す
る
「
県
道
泊
陸
奥

横
浜
停
車
場
線
整
備
促
進
協
議
会
」
に

お
い
て
、
同
路
線
の
通
年
通
行
を
早
期

に
実
現
す
る
よ
う
、
要
望
活
動
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

青
森
県
か
ら
は
、
令
和
３
年
度
に

ル
ー
ト
案
を
比
較
検
討
す
る
概
略
設
計

を
実
施
し
、
予
備
設
計
を
年
内
に
終
了

す
る
見
込
み
で
あ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま

す
。な

お
、
現
在
予
定
し
て
い
る
六
ヶ
所

村
側
の
ル
ー
ト
の
中
に
共
有
地
が
存
在

し
て
お
り
、
そ
の
共
有
地
の
用
地
取
得

に
目
途
が
つ
き
次
第
、
地
質
調
査
及
び

測
量
等
を
実
施
す
る
予
定
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
本
村

を
通
る
国
道
・
県
道
に
つ
い
て
は
、
防

災
上
、重
要
な
路
線
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
関
係
市
町
村
で
構
成
す
る
協
議

会
等
や
議
会
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
賜

り
な
が
ら
、
粘
り
強
く
要
望
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
本
村

の
人
口
は
、
ピ
ー
ク
時
の
昭
和
42
年
の

１
４
，
３
５
５
人
（
住
基
基
本
台
帳
）

か
ら
、本
年
11
月
１
日
現
在
の
人
口
は
、

９
，
７
７
４
人
（
住
民
基
本
台
帳
）
で

４
，５
８
１
人
、約
32
％
の
減
少
と
な
っ

て
お
り
、
特
に
０
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の

人
口
は
１
，
０
６
８
人
で
全
人
口
の
１

０
．
９
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
人
口

減
少
対
策
は
本
村
の
最
重
要
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
最
も
少
な
い
３
歳
児
は
54
名

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
学
校
４

校
の
存
続
を
考
慮
す
れ
ば
、
既
に
複
式

学
級
が
存
在
し
、
こ
れ
を
解
消
す
る
為

に
村
費
負
担
教
員
を
配
置
し
て
い
る
状

況
に
加
え
、
近
い
将
来
、
全
小
学
校
に

複
式
学
級
の
必
要
性
が
懸
念
さ
れ
る
こ

寺
下

和
光
議
員

質
問
：
小
中
学
校
の
修
学
旅
行
費

や
学
用
品
等
を
無
償
化
す
る
考
え

は
な
い
か
。

戸
田
村
長

回
答
：
保
護
者
の
皆
様
の
御
意
見

を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
す
る
。 寺下 和光 議員

※詳細や、再、掲載されていないも

については、ＨＰより議事録をご確認ください。
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議   議議   議

2月定例会の議案審議結果公開！

議名 議概要 賛否

スパハウスろっかぽっか条例の制定に
ついて

スパハウスろっかぽっかの適切な管理・運営に資するため、
地方自治法第244条の２第１項の規定に基づき、本条例の制
定をするもの。

原

案

可

決

六ヶ所村職員の給与に関する条例及び
六ヶ所村一般職の任期付職員の採用及
び給与の特例に関する条例の一部を改
正する条例について

青森県人事委員会の職員の給与等に関する報告及び勧告に鑑
み、職員の給料月額、期末手当及び勤勉手当の額の改定を行
うもの。

六ヶ所村特別職の職員の給料等に関す
る条例の一部を改正する条例について

一般職の職員の給与改定等を踏まえ、村長等の期末手当の支
給割合を改めるもの。

六ヶ所村議会の議員報酬並びに費用弁
償等に関する条例の一部を改正する条
例について

一般職の職員の給与改定等を踏まえ、議員の期末手当の支給
割合を改めるもの。

六ヶ所村国民健康保険税条例の一部を
改正する条例について

全世代対応型の持続可能な社会保障制度を構築するための健
康保険法の一部を改正する法律の施行に伴い、出産被保険者
の産前産後期間における課税額の減額措置に関する規定を加
えるほか、所要の改正を行うもの。

条関係

施設名 指管理先
六ヶ所村文化交流プラザ 一般財団法人六ヶ所村文化振興公社

六ヶ所村児童厚生体育施設、六ヶ所村戸鎖地区ゲートボール場 戸鎖自治会

中志地区集会所 中志自治会

端集会所 端自治会

庄内集会所、六ヶ所村庄内地区ゲートボール場 庄内自治会

千歳集会所、六ヶ所村千歳地区ゲートボール場 千歳自治会

睦栄集会所 睦栄自治会

豊原集会所 豊原自治会

笹崎集会所 笹崎自治会

新城平集会所、六ヶ所村新城平地区ゲートボール場 新城平自治会

六原集会所、六ヶ所村六原地区ゲートボール場 六原自治会

平沼集会所、平沼地区多目的広場 平沼町内会

千樽集会所 千樽自治会

室ノ久保集会所、六ヶ所村室ノ久保地区ゲートボール場 室ノ久保自治会

二又集会所 二又自治会

老部川集会所、六ヶ所村老部川地区ゲートボール場 老部川町内会

出戸集会所、六ヶ所村出戸地区ゲートボール場 出戸自治会

石川集会所 石川自治会

泊集会所、六ヶ所村泊南地区ゲートボール場 泊町内会

倉内コミュニティーセンター、六ヶ所村倉内地区ゲートボール場 倉内自治会

尾駮コミュニティーセンター 尾駮地区自治会等連合会

六ヶ所村泊地区イベント広場 六ヶ所村商工会

スパハウスろっかぽっか 六ケ所げんねん企画株式会社

六ヶ所村農民研修センター、六ヶ所村長芋定温貯蔵庫、六ヶ所村長芋洗浄選別貯蔵施設、
六ヶ所村ごぼう貯蔵選別施設、六ヶ所村種子馬鈴薯定温貯蔵庫、六ヶ所村野菜予冷庫 ゆうき青森農業協同組合

六ヶ所村富ノ沢地区野菜予冷庫、六ヶ所村富ノ沢地区野菜洗浄選別施設 一般社団法人六ヶ所村農業総合公社

六ヶ所村有機堆肥センター、六ヶ所村酪農会館、六ヶ所村倉内地区飼料共同貯蔵庫 農事組合法人吹越台地飼料生産利用組合

泊地区冷蔵製氷貯氷施設、六ヶ所村種苗供給センター、六ヶ所村泊地区漁民研修センター、
六ヶ所村泊荷捌施設、六ヶ所村泊新荷捌施設、泊地区漁船修理施設 泊漁業協同組合

六ヶ所村平沼地区漁民研修センター、六ヶ所村漁具保管修理施設 六ヶ所村漁業協同組合

尾駮地区製氷貯氷施設、六ヶ所村貯氷砕氷船積施設、六ヶ所村水産物荷捌・加工等施設、尾
駮地区漁船修理施設 六ヶ所村海水漁業協同組合

六ヶ所村地域交流ホーム、六ヶ所村老人福祉センター 社会福祉法人六ヶ所村社会福祉協議会

六ヶ所村高齢者生活福祉センター、六ヶ所村知的障害者生活支援センター 社会福祉法人松緑福祉会

六ヶ所村尾駮・尾駮浜地区ゲートボール場 尾駮町内会

六ヶ所村千歳平地区ゲートボール場、六ヶ所村立レスリング道場 千歳平自治会

六ヶ所村立南こども園 ファウンテン株式会社

六ヶ所村地域家庭医療センター、六ヶ所村介護老人保健施設 ニッコウキスゲ 公益社団法人地域医療振興協会

六ヶ所村一般廃棄物最終処分場 六ヶ所環境管理事業協同組合

指管理関係
指管理者制度とは、住民サービス向上と経費削減等を図ることを目的に、民間事業者等が公施設管
理を行うことができる制度です。

全３６件を原可決！

監
査
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
田
中
諭
氏
を
監
査

委
員
に
選
任
す
る
議
案
に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で
、
同
意

い
た
し
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
５
年
12
月
24
日
か
ら
令
和
９
年
12
月
23

日
ま
で
の
４
年
間
と
な
り
ま
す
。

※
監
査
委
員
と
は
、
村
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行

及
び
経
営
に
係
る
事
業
の
管
理
を
監
査
す
る
委
員
の
こ

と
で
す
。

監
査
に
あ
た
っ
て
は
、
村
の
事
務
処
理
に
関
し
、
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
か
、
組
織
及
び

運
営
の
合
理
化
に
努
め
て
い
る
か
等
に
留
意
し
行
っ
て

い
ま
す
。田

中

諭
氏
（
63
歳
）

六
ヶ
所
村
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

人事件

議   議議   議

2月定例会の議案審議結果公開！
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◆農畜産物への助成！
［案 件］高温による農畜産物への被害状況について
⇒本年７月から９月の高温により、耕種農家においては、大根やキャベツが大幅な収量低下となり、畜産
農家については乳量の減少や死亡牛が発生した旨の説明がありました。これに伴い、ゆうき青森農業協
同組合では、耕種農家には、次期作に向けた肥料、畜産農家には、乳量減少に対する支援を検討している
との説明がありました。
また、加えて村の支援として、耕種農家については、今年度購入した大根、キャベツの種苗費及び農薬代
に要した経費の２分の１の助成を行うこととし、大根は１経営体あたり20万円、キャベツについては10
万円を上限とする旨の説明がありました。
また、畜産農家については経営基盤の安定化に資する支援等を今後検討していく旨の説明がありました。
［委員意見］
・耕種農家に対し、農業収入保険への加入促進に努めるべきである。
・廃棄面積によっては不公平感が生じるので上限額を見直すべきである。

◆地域情報基盤設備等を更新！
［案 件］地域情報基盤整備事業について
⇒当該施設の「地上波送信装置等」の老朽化に加え、「尾駮メインセンター」や「泊、平沼サブセンター」
が津波浸水区域に設置されていることから、設備の更新及び高台への移転改築を行う旨の説明がありま
した。
また、防災告知端末による情報発信は、耐用年数の超過及び稼働率の低下に伴い、令和８年度から廃止
することとし、自主放送チャンネルでのデータ放送サービスやスマートフォンアプリにて行政情報の配
信サービスを開始する旨の説明がありました。
［委員意見］
・防災告知端末を使用している方々への対応も検討するべきではないか。
・火災情報などの緊急情報についても放送するなど検討するべきではないか。

     ー      ー

総務教育常任

12月定例会での各常任委員会の開催状況をお知らせします！

◆全村民へ１万円分の応援券を配布！
［案 件］地域に活力を！六ヶ所村民応援券」発行事業について
⇒電気・ガス・食料品等の影響により落ち込んでいる村内経済の活性化と村民の家計を支援するため、村
に住民登録している村民に村内店舗で利用できる応援券１万円分を配布するとのことでした。
また、財源等については、県及び国からの交付金を活用し、実施する旨の説明がありました。

産業福祉常任

◆六ヶ所村霊園条例（案）を審議！
［案 件］六ヶ所村霊園条例（案）の概要について
⇒令和６年４月に供用開始を予定している六ヶ所村霊園の施設規模や事業スケジュール、条例案について
説明がありました。
［委員意見］
・今後霊園の付近に通夜などを行うことができる施設の整備も考えていくべきである。

◆ふるさと納税促進事業について
［案 件］ふるさと納税促進事業について
⇒本村のふるさと納税の課題と対策について説明があり、事業者ヒアリングや新規返礼品発掘のための説
明会、広報活動を積極的に取り組んでいるとの説明がありました。
［委員意見］
・村独自の魅力ある返礼品を発掘するよう検討していただきたい。

◆下水道事業経営戦略を改定！
［案 件］六ヶ所村下水道事業経営戦略の改定案について
⇒平成30年６月に策定した「六ヶ所村公共下水道事業経営戦略」及び「六ヶ所村特定環境保全公共下水道
経営戦略」について、令和５年度から令和14年度までを計画期間とした経営戦略の改定案を作成した旨
の説明がありました。
［委員意見］
・下水道の処理施設の大半が津波浸水区域にあることから、今後施設を更新する際には防災担当課と打ち
合わせを行い場所を考慮するべきである。

議   議  

議会の活性化図るため議員研修実施！！

議会の動き（0月～2月）
10 月

13日 福井県おおい町議会行政視察受け入れ

11 月
13日 福井県敦賀市議会との意見交換会

14日 広報委員会

20日
横浜町・東通村・六ヶ所村・野辺地町議
会議員研修会及び交流会

30日 議会運営委員会

12 月

１日
第５回定例会 開会

むつ小川原エネルギー対策特別委員会

４日 第５回定例会 一般質問

５日
総務教育常任委員会

産業福祉常任委員会

６日 第５回定例会 議案審議

７日
第５回定例会 議案審議・委員長報告・
閉会

議会議員研修会

４町議会議員研修会及び交流会
11月20日（月）、横浜町・東通村・六ヶ所村・野辺地町の
議会議員による研修会及び交流会が野辺地町で開催されま
した。

演題：『資産所得倍増プラン
～成長と資産所得の好循環を目指して～』

講師：㈱みちのく銀行 八戸地区本部
コンサルティングチーム
チーム長 澤田 裕司 氏

六ヶ所議会議員研修会
12月７日（木）、「地域新電力」をテーマにした村議会議
員の研修会を青森市で開催しました。地域新電力は地域経
済の循環・地域脱炭素化の「地域の担い手」となることが
期待されています。研修会では地域新電力を活用したまち
づくりの成功例や失敗例などについて講演がありました。

演題：『地域新電力の現状・課題・可能性
～地域のためになる地域新電力を作るために～』

講師：（一社）ローカルグッド創成支援機構
事務局長 稲垣 憲治 氏
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議会を監視するのは『あなた』です。12月定例会の傍聴人は44人でした。あなたも議会の傍聴をして
みませんか？
傍聴は村政を知る良い機会です。また、ロックＴＶで一般質問の様子を録画放送しております。
定例会は、３月、６月、９月、12月の年４回開催されます。臨時会は必要に応じて開催されます。
詳しくは議会事務局72－8121へお尋ねください。
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令和６年第１回六ヶ所村議会定例会会期日程（案)

※ 各委員会の開催時間等は、決まり次第HPでお知らせします。 【議会の日程は変更されることがあります】

日 程 月 日（曜日) 区 分 会 議 内 容

第１日目 ３月４日(月) 本会議（午前10時) 開会、提出議案上程・説明、委員会付託
特別委員会※

第２日目 ３月５日(火) 休 会 一般質問締切日
第３日目 ３月６日(水) 休 会
第４日目 ３月７日(木) 休 会
第５日目 ３月８日(金) 休 会
第６･７日目 ３月９日(土)･10日(日) 休 日 休 会
第８日目 ３月11日(月) 休 会
第９日目 ３月12日(火) 休 会 常任委員会※
第10日目 ３月13日(水) 本会議（午前10時) 一 般 質 問
第11日目 ３月14日(木) 本会議（午前10時) 議 案 審 議
第12日目 ３月15日(金) 本会議（午前10時) 議案審議、委員長報告、閉会

◆令和５年３月に発生した風車倒壊事故の対応状況等について
⇒去る令和５年３月17日に六ヶ所村風力発電所の風車が倒壊し
た事故に伴い、むつ小川原エネルギー対策特別委員会で、日
本風力株式会社より、事故概要、原因、再発防止策、今後の
更新計画について説明を受けました。
【委員意見】
・今後事故が発生しないよう、社員一同、一丸となって取り組
んでもらいたい。
・点検等について、ロックＴＶなどを活用して村民にアピール
することも必要ではないか。
・今後の更新工事にあたっては、できるだけ地元企業へ発注し
ていただきたい。

       

むつ小川原エネルギー対策特別委員会へ、
日本風力株式会社より、風車倒壊事故を報告！
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